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研究成果の概要（和文）：日本語コーパスに対する様々な言語情報のアノテーションを自動的に

行う言語解析ツールの開発，および，アノテーションの誤り修正やアノテーションを施された

コーパスの柔軟な利用や管理を行うためのコーパスツールの開発を行った．具体的には，形態

素解析，係り受け解析，並列構造解析，固有表現認識，述語項構造解析，照応・共参照解析，

事象間時間関係解析などの自動解析，および，これらのアノテーションを施したコーパスを構

築した． 
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研究成果の概要（英文）：We developed various automatic annotation systems for Japanese 
corpora, as well as corpus annotation assistance tools for error correction of annotation and 
for flexible use of annotated corpora.  The automatic annotation systems we developed 
range over morphological analysis, syntactic dependency analysis, coordination structure 
analysis, Named Entity recognizer, predicate argument structure analysis, anaphora and 
co-reference analysis, temporal relation analysis of events, and so on.  We also developed 
annotated corpora with those information. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 言語学研究および言語処理研究には，大規
模なテキストデータ，すなわち，コーパスが
重要な役割を演じる．研究開始当初は，大規
模な新聞記事データや著作権の切れた小説
などの大規模電子化データが研究利用可能
な形で存在したが，著作権の不明確なインタ

ーネット上の言語データや著作権によって
保護された書籍や雑誌のデータを自由に研
究利用することはできなかった．また，日本
語形態素解析や係り受け解析などの自動解
析ツールがいくつか公開されていたが，いく
つかの品詞セットや異なる解析規準に基づ
いており，統一した処理が行われているわけ
ではなかった．また，これらのツールは，自



然言語処理研究者には使用上の困難はなか
ったものの，解析システムの出力は決して扱
い易い形になっておらず，プログラミングに
不慣れな言語学者にとっては使い勝手のよ
いものとは言えない状況にあった． 
 このような状況を踏まえ，次のような目標
を発想するにいたった． 
(1)斉一の単語分かち書き規準に従った，日
本語解析ツールを，形態素解析，係り受け解
析に留まらず，当時考えられていた様々なレ
ベルの言語解析を対象にした自動解析ツー
ルを構築し，広く公開すること. 
(2)言語学研究の基本コーパスとして資する
ため，かつ，上記の言語解析システムを機械
学習に基づいて構築するための学習データ
となるアノテーション付きコーパスを公開
すること． 
(3)自動あるいは人手によってアノテーショ
ン付けされたコーパスを，プログラミング経
験のない言語学研究者にも柔軟に検索・利用
できるツールを構築することによって，容易
に使いこなせることを目標としたコーパス
利用ツールを構築すること． 
 
２．研究の目的 
 

本研究プロジェクトで開発する日本語書
き言葉コーパスを有効に利用するために，
様々な情報を付与（タグ付け）することが重
要である．本研究の目的は，言語学から言語
処理研究にいたる様々な基礎・応用分野に役
立つアノテーションを行うためのコーパス
解析・利用のための支援環境を構築すること
とした．本研究で行うアノテーションは，形
態素，統語構造，意味，文脈情報等の様々な
レベルのタグ付けを対象とした．その際，(1)
アノテーションの種類と規準の設定，(2)実
際にコーパスへタグ付けを行う際の効率や
精度を管理・維持するための支援環境の構築
という２つの次元から整理することとした．
前者については，単語分かち書き，品詞付与，
活用や派生等の語の内部構造の解析，係り受
けや句構造，並列構造等の統語構造解析，用
言だけでなく体言に対する項構造解析，照応
解析等の指示対象の解析，事象間の時間関係
解析など，現在考えられているほとんどすべ
ての言語情報についてのアノテーション設
計とアノテーション付与の規準の設定を行
うことを目標とした． 

このような異なるレベルの情報を整合性
を保ちつつ記述するための統合的なアノテ
ーション方式の設計を行うこととした．後者
については，設計されたアノテーション方式
に従ってコーパスを作成しつつ，アノテーシ
ョン付きコーパスからの機械学習に基づい
てコーパスへのアノテーションを行う言語
解析システムの構築を行うことを目指した． 

また，アノテーションが付与されたコーパ
スを管理し，タグ付け誤りの発見や修正機能
を有し，アノテーション付きコーパスの整合
性を維持しつつ管理する支援ツールの設計
と開発を行うこととした． 
 
３．研究の方法 
 
本研究では，形態素，構文，意味，文脈情

報等の様々なレベルのアノテーションを考
えており，各レベルのアノテーション規準を
設定することにした．研究計画で予定してい
た種々の自動解析システムおよびアノテー
ションが施されたコーパスの作成は，研究分
担者で手分けして開発することとした．単語，
形態素構造，句チャンキング，文節係り受け
構造解析システムと同アノテーションコー
パスは，松本・浅原が担当した．固有表現認
識システムと同アノテーションコーパスは，
橋本が担当した．述語項構造解析，照応解析，
共参照関係解析は，乾・小町が担当した．述
語間の時間関係解析は，浅原が担当した． 
コーパスへのアノテーション作業とアノ

テーション付けされたコーパスを利用する
ためのツールとして，形態素解析，係り受け
解析済みコーパスに特化したコーパス管
理・利用ツールを松本・浅原が開発した．コ
ーパスへのアノテーションをセグメントへ
のアノテーションとセグメント間の関係の
アノテーションという形で一般化した汎用
アノテーションツールを徳永が開発するこ
ととした．また，複数のコーパス解析ツール，
コーパス管理ツールを相互運用するための
汎用ツールの開発を橋田が行うこととした． 
分担研究者間の意志統一およびツール間

の整合性の維持を円滑に行うため，数ヶ月毎
にツール班会議を開催することとした．また，
他班の研究者へのツールの普及を促進する
ため，適宜ツール講習会を開催することとし
た． 
 
４．研究成果 
 

本特定領域研究で構築された日本語コー
パスへの自動アノテーションツールとして
は，予定していた言語解析ツールを一通り開
発した． 

日本語コーパスの一部であるコアデータ
に対して，種々のアノテーションを付与した
タグ付きコーパスを構築した．形態素情報お
よび長単位（文節情報）の付与については，
コーパス班が担当することになっていたの
で，ツール班では，形態素・文節情報より上
のアノテーションを担当し，そのための様々
な言語解析ツール，アノテーション支援ツー
ルの構築，および，コーパスへの具体的なア
ノテーション作業を実施した． 



構築したツールの主なものは，自動言語解
析ツールとしては，日本語係り受け解析，固
有表現解析，述語項構造解析，照応・共参照
解析，モダリティ解析ツールがあり，これら
の解析ツールの構築を機械学習の利用によ
って行うため，および，性能評価のため，そ
れぞれに対応するアノテーション付きコー
パスを構築するとともに，自然言語解析ツー
ルとして実装した．コアデータ（100 万語）
のすべてに対しては，固有表現のアノテーシ
ョンが完了したが，その他のアノテーション
については，コアデータの一部に留まった．
当初最優先に考えていた係り受け解析は，文
節定義や係り受け情報の規準設定の遅れな
どによりコアデータの７割程度にしか人手
によるチェックを行えなかったが，並列構造
に関しては，全体の確認を修了した．係り受
け解析については，プロジェクト終了後も継
続する計画であり，2011 年度前半にはコアデ
ータ全体のアノテーションを完了させるこ
とを考えている．述語項構造解析およびそれ
より上位の解析については，コアデータの感
性を待つ前に，新聞記事データへのアノテー
ション作業を開始し，約 100 万語規模のコー
パスへのアノテーション作業を行った．今後，
コアデータへの自動アノテーションと修正
作業を行うことを考えている． 

コーパスアノテーションの支援ツールと
しては，形態素，文節，係り受け解析に特化
したコーパス管理ツール「茶器」を開発した．
種々の検索機能，誤り修正機能，統計処理機
能を有しており，自動アノテーションを施し
たコーパスの柔軟な利用，および，アノテー
ション情報の洗練を行うことが可能である．
当初は予定していなかった並列構造のアノ
テーション機能や文末情報の挿入・削除機能
などを実装し，形態素解析，文節まとめ上げ，
並列構造，係り受け解析などに関するアノテ
ーションのすべてを単独で取り扱うことが
できるシステムとして完成させた． 

コーパスへのアノテーションは，コーパス
の一部（セグメント）へのラベル付け，およ
び，セグメント間の関係（リンク）へのラベ
ル付けの 2種類に大別できる．コーパスへの
すべてのアノテーションをこれらの汎用的
なアノテーションとして実現した汎用コー
パスアノテーションツール「Slate」をWebブ
ラウザ上で動作可能なシステムとして構築
した．セグメント名やリンク名などコーパス
に依存する情報は利用者が定義することが
でき，自然言語処理で考えられているほとん
どすべてのアノテーション作業が可能なツ
ールとなっている．Slateと茶器のデータベ
ーススキーマは統一的な規準で定義されて
おり，例えば，茶器でアノテーションを行っ
たコーパスをSlateで取り扱うことが可能と
なるように設計されている． 

また，様々なタグ付きコーパスやコーパス
構築支援ツールの相互運用を可能にするた
めのツールを設計し，構築した． 
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